
証券コード 5820
2022年10月７日

株 主 各 位
大 阪 市 中 央 区 本 町 一 丁 目 ４ 番 ８ 号

代表取締役社長 競 良 一

１．日 時 2022年10月25日（火曜日）午前10時
２．場 所 大阪市中央区本町橋２番31号

シティプラザ大阪 ４階 「ＣＨＯ－眺－」
（末尾記載の「臨時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

３．目的事項
決議事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）２名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

４．その他招集に当たっての決定事項
代理人(※１)によるご出席の場合は、署名または記名押印された委任状(※２)を、株主様ご本人
の議決権行使書用紙とともに会場受付にご提出ください。

※１ 代理人は当社の株主に限らせていただき、１名とさせていただきます。
※２ 委任状には代理人の氏名または名称および住所をご記載ください。

臨時株主総会招集ご通知
拝啓 日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

さて、当社臨時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげま
す。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、株主様の健康状態にかか
わらず、極力、当日のご来場をお控えくださいますようお願い申しあげます。当日
のご出席に代えて、書面によって議決権を行使することができますので、お手数な
がら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示いただき、2022年10月24日（月曜日）午後５時15分までに到着
するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

以 上
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株主総会参考書類

当社は、2022年７月29日付「株主による臨時株主総会の招集請求に関するお知らせ」におい
てお知らせいたしましたとおり、当社株主であるアダージキャピタル有限責任事業組合から、臨
時株主総会の招集の請求に関する書面を受領し、2022年８月８日付「臨時株主総会招集のため
の基準日設定に関するお知らせ」においてお知らせいたしましたとおり、2022年10月中旬を目
処に臨時株主総会を開催することの適否につき検討を続けてまいりました。この間、当社は、ア
ダージキャピタル有限責任事業組合との間で、当社の今後の経営方針について協議を重ね、その
結果、当社の企業価値の向上を図ることを目的として、新たな経営体制を構築することについて
合意いたしました（以下「本合意」といいます。）。本合意の内容につきましては、2022年９月
20日付「アダージキャピタル有限責任事業組合との合意書の締結、臨時株主総会開催日時及び
場所、付議議案の決定、並びに代表取締役等の異動に関するお知らせ」をご覧ください。第１号
議案および第２号議案は、本合意に基づき、会社提案として付議するものであります。なお、現
在の当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名および監査等委員である取締役３名
は、本臨時株主総会における新任取締役候補者の選任の時をもって全員辞任することといたしま
した。

議案および参考事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）２名選任の件

新たな経営体制の下で当社の企業価値の向上を図るため、各取締役の経験・
知見・属性の多様性（ダイバーシティ）を確保するとともに、コーポレート・
ガバナンスを再構築するという観点から、取締役（監査等委員である取締役を
除く。）（以下本議案において「取締役」といいます。）２名の選任をお願いす
るものであります。

なお、現在の当社の取締役３名は、本臨時株主総会における新任取締役候補
者の選任の時をもって全員辞任いたしますので、取締役の員数は現在の３名か
ら２名に減少することとなりますが、取締役数について効率的な業務執行を確
保できる適正数とすることで、機動的な取締役会の開催を確保できる一方、現
在の当社の取締役のうち、前田康智および松山元の両氏が引き続き当社の業務
執行に当たるため、当社の業務オペレーションに問題は生じないと考えており
ます。

取締役の選任につきましては、「指名･報酬諮問委員会」に監査等委員である
社外取締役３名のうち２名が出席して意見を述べ、取締役候補者の選任の件の
内容を確認し、監査等委員会において報告、協議いたしました。

この結果、監査等委員会としては、取締役の選任について会社法の規定に基
づき本臨時株主総会で陳述すべき特段の事項はないとの結論に至っておりま
す。
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（注）１．各監査等委員である取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．渡邉雅之、加藤正憲、吉永久三の３氏は、社外取締役候補者であります。
３．当社は、渡邉雅之、加藤正憲、吉永久三の３氏の選任が原案どおり承認された場合は、各氏との間で当社定

款および会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423条第１項に定める賠償責任を法令が定める額
に限定する契約を締結する予定であります。

４．当社は、渡邉雅之、加藤正憲、吉永久三の３氏の選任が原案どおり承認された場合には、各氏との間で、会
社法第430条の２第１項に規定する補償契約を締結する予定であります。当該補償契約では、同項第１号の
費用および同項第２号の損失を法令の定める範囲内において当社が補償することとする予定であります。

５．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、
被保険者である役員等および執行役員がその職務の執行に関し責任を負うこと、または当該責任の追及に係
る請求を受けることによって生ずることのある損害について、当該保険契約により填補することとしており
ます。渡邉雅之、加藤正憲、吉永久三の３氏の選任が原案どおり承認された場合には、当該保険契約の被保
険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

６．渡邉雅之、加藤正憲、吉永久三の３氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、
３氏の選任が原案どおり承認された場合は、独立役員として指定する予定であります。

以 上
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